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 要  旨 
視覚による外界の認識は，生物にとって非常に重要な機能の一つである．視覚による認識の
神経機構を明らかにするため，これまでに生理学的，解剖学的および心理学的実験により様々
な研究が行われてきた．その結果，視覚情報処理の初期段階についてそのメカニズムは明らか
になりつつある． 
しかしながら，高次の処理についてはまだまだ不明な点が多い．その中の一つに，下側頭葉
（IT 野）での物体の情報表現がある．IT 野には，V1，V4 のような低次部位とは異なり，物体
全体の特徴に反応する細胞がある．IT 野では，物体を，そのなかに含まれる特徴により，分散
的に表現していると考えられる．このとき，IT 野はどのようにして膨大な量の物体情報を表現
しているのだろうか．また，物体の全体的特徴と部分的特徴はどのように効果的に処理されて
いるのだろうか．このような IT 野における物体形状の情報処理のメカニズムについてはまだ良
く解っていない．そこで，本研究では，IT 野での顔情報の表現に注目する．なぜなら顔は，顔
全体の情報と，目，鼻，口，といった明確な部分情報の両方を併せ持っているので，認識を行
う場合，両方の情報を統一的に処理する必要があるからである． 
最近の研究により，IT 野における顔刺激を用いた情報処理に関して，様々な実験結果が報告
されている．Hirabayashi と Miyashita の研究からは，顔として正しい配置を持つ画像を提示
した場合，それぞれのパーツに対応する IT 野の細胞の発火に同期性の向上がみられ，逆に顔と
して成立していない画像を提示した場合は，同期性は見られなかったという結果が報告されて
いる．また，Sugase らの研究によれば，IT 野に含まれる細胞の発火には，異なる時間領域に，
全体としての粗い情報と，より詳細な情報の両方が表現されていることが示されている． 
本研究では，IT 野での情報処理を，異なる解像度の情報を処理する三つの層と，その上位の
層の相互関係により行うモデルを作成し，これまでに明らかになった実験事実の説明を試みた．
層間のニューロン発火の同期は，各層での顔の様々な特徴を結びつける際に重要な役割を果た
すことを示した．また，最も粗い解像度を処理する IT 層から上位層へのフィードフォワード信
号が，異なる時間領域における情報表現の差異を生み出していることも示した．さらに，顔の
部分特徴と位置の，顔認識における影響を調べるための心理学実験を企画し，モデルの妥当性
を考察した． 
 
